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あらまし

準同型暗号に基づき、クライアントが鍵生成を行い

サーバは暗号化されたデータのみを取り扱う種類の秘密

計算プロトコルにおいて、Akaviaと Vald [1]は暗号化

方式が IND-CPA安全であってもmaliciousなサーバに

対する情報の秘匿性が成り立たない具体例を示し、秘匿

性を保証するための充分条件を提示した。本論文では、

Akaviaらの議論ではmaliciousなサーバがクライアント

に送るクエリ中に不正な暗号文が含まれる可能性が考慮

されていないことを指摘し、Akaviaらの充分条件では

秘匿性が必ずしも保証されない具体例を示すとともに、

不正な暗号文の取り扱いも考慮した秘匿性のための充分

条件を提示する。
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